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令和４年９月５日

質問

順

議席

番号
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨

質問の

相 手

１ １０

中 野

義 信

議 員

１．うきは市の上水道事業について

（１）上水道事業の基本計画を令和７年度、福岡県南

広域水道企業団加入を１０年度、工事着工を１１

年度と言っているが、市民の理解と加入について

の確認はどのようにするのか。期間は限られてい

るが市民のアンケート調査が必要と思うがどう

か。

（２）市長は当面上水道事業の加入率を５０％が目前

の課題と言っているが採算はとれるのか。年度毎

の収支計画はあるのか。水道事業の経営は地方公

営企業法によって独立採算がとられ、使用水量に

応じて加入者が支払っていただく料金収入を根

幹としてその経費が賄われることになっている。

つまり、加入者が少なければ、なかなか採算が見

込めず経営として大きなリスクを抱えることに

なるがどうか。

（３）姫治地区の水道事業は現状どおりで、上水道事

業には当初から入っていないが、一般会計等から

の繰入については賛成できない面があると思う

がどう考えるのか。

（４）国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別

将来推計人口」で５年毎の予測数字が出されてい

るが、令和２２年は２０，０００人を切ることが

予測されている。人口減少の中で今後の上水道事

業の運営が危惧されるがどうか。

（５）平成２８～３０年の３ヶ年でうきは市の地下水

調査を行い、地下に溜まっている水の数量は⒎４

億㎥と推計され、入ってくる数量と出る数量は、

ほぼ同じで豊富であるという結果が出ている。う

きは市の水はおいしいと評判である。これを活か

す方法を考えたらどうか。

２．男女共同参画による社会づくりについて

（１）うきは市には、地方自治法第２０２条の３に基

づく審議会・協議会等３５の附属機関がある。女

性登用率等の今後の目標について伺う。

市 長

市 長
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質問

順

議席

番号
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨

質問の

相 手

２ ２

髙 木

亜希子

議 員

１．医療的ケア児、障がい児の状況や取り組みについ

て

（１）各保育所、小中学校毎での実数はどのように把

握しているのか伺う。

（２）児童とその家族の日常生活や社会生活へのサポ

ートは具体的にどのようなものがあるのか伺う。

（３）市として認識している課題はあるのか伺う。

２．子どもたちが安全に過ごせる【放課後の居場所】に

ついて

（１）放課後の子ども達の居場所である学童保育の現

状と課題について。自治協運営、民間運営のそれ

ぞれについて、市として認識している課題はある

のか伺う。

（２）現在、それぞれの施設における適正人数での運

営になっているのか。また、待機児童について把

握しているのかを伺う。

（３）学童保育を利用していない家庭の中にも、保護

者が長時間不在というケースもある。それらの実

態は把握しているのか伺う。

３．市民サービスのデジタル化、窓口でのタブレット

導入について

（１）学校アプリ、公共施設予約システム等の導入に

ついて考えを伺う。

（２）市議会でのタブレット導入については数年来議

論されているところであるが、各課でのタブレッ

ト導入について、考えを伺う。

市 長

市 長

市 長

教育長
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質問

順

議席

番号
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨

質問の

相 手

３ ５

組 坂

公 明

議 員

１．安全・安心なまちづくりについて

８月２４日の大雨、福岡県に大雨、洪水警報そし

て記録的短時間大雨情報が発表され、うきは市内で

床下浸水等の被害が発生した。以下について伺う。

（１）うきは市の初動対応について伺う。

（２）消防団の大雨等に伴う招集基準について伺う。

（３）大雨時に道路冠水や浸水する地域(川前・福益地
区、旧ナフコ吉井店付近一帯、旧東校一帯、浮羽

究真館高校東側一帯等）の具体的浸水対策につい

て伺う。

２．小学校の熱中症対策について

（１）夏季における学校での熱中症対策について伺

う。

（２）小学校生活において持参する水筒だけでは、水

分補給が十分まかなわれないと思われる。熱中症

対策として、各小学校に冷水機等を設置してはい

かがか。

３．消防団について

（１）消防団の人員確保における現状と課題について

市長の認識を伺う。

（２）消防団への協力金（寄附金）について市長の見

解を伺う。

市 長

教育長

市 長
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質問

順

議席

番号
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨

質問の

相 手

４ ８

岩 淵

和 明

議 員

１．新型コロナウイルス感染症拡大について

（１）オミクロン株のＢＡ.５系統への置き換わりが

推定されること等により、急速な感染拡大が継続

しているが、市長の見解を伺う。

（２）学校現場における感染拡大防止に向けた取り組

みの現況について報告を求める。

２．新型コロナウイルス感染対策の出口戦略について

（１）中小規模事業者事務所、店舗、高齢者・障がい

者・子育て支援施設等で、二酸化炭素濃度測定器

の購入及び換気、感染防止の施設整備・改築等を

実施するための支援を求める。

（２）学校・保育所等・学童施設を含む公共施設にお

いて、二酸化炭素濃度測定の定期検査義務が課せ

られているが、１０万人当たり 1桁以上の感染継

続期間は、検査頻度を１日に１回実施し、換気環

境度合いを継続的に検査するよう求める。

（３）抗原定性検査キットの活用範囲を拡大して、う

きは市や民間事業者が実施する、介護予防・日常

生活支援総合事業でも、頻回に使えるよう支援を

求める。また、家庭内感染で濃厚接触者の自費検

査の支援を求める。

（４）幼稚園・保育所・学童施設に新型コロナウイル

ス感染対策の継続的な支援強化を求める。また民

間保育所等に対しては「かかり増し費用」への助

成を求め、専任職員の配置を指導するとともに、

国や県並びにうきは市の支援を継続するよう求

める。

市 長

教育長

市 長
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質問

順

議席

番号
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨

質問の

相 手

５ ３

高 松

幸 茂

議 員

１．協働のまちづくりについて

｢うきは市協働のまちづくり基本条例｣について、

前回の定例会で一般質問を行ったが、関連して質問

を行う。

（１）情報の積極的な公開(第１６条)については、前

回定例会で「公開することで著しい支障を生じる

ものについては非公開」との答弁があったが、そ

の基準について市長の認識を伺う。

（２）本条例の見直し検討に向けた取り組みの進捗状

況を伺う。

（３）｢協働のまちづくり｣への市民参加に対する啓発

の取り組みについて、様々な取り組みがなされて

きたが効果は十分とは言えない。

｢集落支援員｣という人材活用する制度がある

が、現在は、地域に関係する職場の事務補助のみ

の活用にとどまっている。自治協議会など地域に

密着した組織に配属して、行政と住民との懸け橋

となり、事務補助はもちろん、高齢者・障がい者

の送迎、買い物支援など、必要に応じた活動がで

きるように活用を改善されたい。改善検討につい

て認識を伺う。

２．若者のＵＪＩターン促進について

都会に住む多くの人の目には、うきは市が移住し

たい土地として見えている。一方うきは市に生まれ

育つ子どもたちは、高校卒業後に高等教育や就職の

ため都会に出ると戻らないことが多い。とはいえ、

コロナ禍で、都会の企業に就職しても籍を置きなが

ら地方に住むことができるようになった。

（１）卒業後うきは市に居住することを条件にした、

奨学金給付や貸与型奨学金への返済支援制度の

ような人材確保策を、ふるさと納税の活用などで

できないか。

（２）うきは市山間部の、自然とインターネットの両

方に恵まれた環境を活かして、ＩＴ技術に秀でた

人材を誘致することで、新しい時代の地域活性化

に取り組むとともに、税収も期待できると考える

が、市長の認識を伺う。

市 長

市 長
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質問

順

議席

番号
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨

質問の

相 手

６ ７

竹 永

茂 美

議 員

１．若者やお年寄りが住みやすいまちづくりについて

（１）PTA連合会からの少人数学級設置要望と各小・
中学校の保護者負担の実態と軽減策について伺

う。また、保護者負担軽減と地方教育行政法との

関係について伺う。さらに SDGｓ（目標４：質の
高い教育をみんなに・ターゲット１）について、

うきは市の取り組みを伺う。

（２）オーガニックビレッジ構想と学校給食への無償

提供について伺う。

２．安全安心のまちづくりについて

（１）２０２２年度「春の交通安全県民運動」と「夏

の交通安全県民運動」における子どもの安全を確

保するための交通指導員などの指導実績につい

て、各小学校別に伺う。また、うきは市交通安全

対策協議会やうきは市通学路安全推進会議の本

年度実績について伺う。

３．法律や条例、規則が守られるまちづくりについて

（１）２０２２年４月から７月までの市職員と教職員

の月別、小・中学校別超過勤務の実態（４５時間

以上の人数と８０時間以上の人数）と原因、縮減

策について伺う。また、持ち帰り時間と昼休みの

実態把握がなされていない原因について伺う。さ

らに、超過勤務削減策について教育委員会の論議

を伺う。

（２）教職員の超過勤務と学校総括健康管理委員会の

実態と SDGｓ（目標１０：人や国の不平等をなく
そう・ターゲット３）について、うきは市の取り

組みを伺う。

市 長

教育長

市 長

教育長

市 長

教育長
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質問

順

議席

番号
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨

質問の

相 手

７ １

権 藤

英 樹

議 員

１．農業の生産資材高騰対策と小規模農業や新規就農

への支援について

（１）長引くコロナ禍の影響や深刻化するウクライナ

情勢により、化石燃料や穀物の価格が高騰し、本

市の基幹産業である農業の経営を圧迫している。

肥料や飼料などの生産資材購入における農業者

の負担軽減について現状の取り組みを伺うとと

もに、本市独自の支援策も含めた農業者の営農継

続のためのさらなる支援について市長の見解を

伺う。

（２）本市においてもトマトやイチゴの栽培で盛んな

施設園芸の設備資材も価格が高騰している。新規

就農者の多くが野菜を中心作目とし、その 3割が
施設園芸による就農を希望する現状において、設

備資材の価格高騰は新規参入を阻む経済的要因

となっている。本市の現状や取り巻く環境も鑑

み、施設園芸に対する支援の強化について市長の

見解を伺う。

（３）コロナ禍がもたらした社会環境の変化や、国際

情勢の変化による食糧自給への関心の高まりな

どにより、有機栽培農家や半農半 X実践者などの
小規模農家が増えることが見込まれ、中山間地域

の耕作放棄地の担い手として期待されている。国

や県の農業への助成のほとんどが大規模施業を

前提としているなかで、本市においては、特色あ

る独自の助成でこうした小規模農家を支援して

はどうかと考えるが市長の見解を伺う。

２．新たな産業の誘致と遊休地の活用について

（１）三春工業団地の完売で本市内の工業団地用地は

すべて完売したが、国際情勢の変化に伴うリスク

回避のため海外展開した工場や施設の国内回帰

が進むなか、立地のよい福岡県内、とりわけ交通

の便もよく地価も安い本市域や朝倉市域での用

地取得を望む企業が増加している。そのような情

勢をふまえ、今後の工業団地の造成や用地取得に

ついて市長の見解を伺う。併せて、うきは市土地

開発公社の今後のあり方についても見解を伺う。

市 長

市 長
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質問

順

議席

番号
質問者 質 問 事 項 ・ 質 問 の 要 旨

質問の

相 手

（２）浮羽東高等学校跡地の処分や活用については、

これまで何度も議会で取り上げられるなど、遊休

市有地に対する市民の関心は非常に高い。うきは

市公共施設等総合管理計画に示された再編対象

施設等もふまえ、市がもっと主体的に対応を進め

ていくことが望ましいと考えるが市長の見解を

伺う。

８ ４ 隆 三

議 員

１．うきはバス運行先の一部追加について

（１）停留先の見直しは行われているのか伺う。

（２）吉井町内の千年、江南地区方面に一本路線を増

やすべきではないか。

２．市内公共施設の男性トイレにもサニタリーボックスの

配備を

（１）前立腺がん等の治療者のために男性トイレにも

サニタリーボックスを配備すべきではないか。

３．男性版産休「出生時育児休業」の取得促進を

（１）「出生時育児休業」の導入に対する市長の見解を

伺う。

（２）うきは市役所職員の「出生時育児休業」の取得

できる態勢はできているのか伺う。

４．命と暮らしを守る災害対策について

（１）災害対策としてのマイ・タイムラインに対する

市長の見解を伺う。

（２）市としてマイ・タイムラインを作成し導入予定

はないか伺う。

市 長

市 長

市 長

市 長


